
第４学年　国語科学習指導案

書式は学校の指定に合わせて調整してお使いください。

日　時 令和　　年　　月　　日（　　）　第　　校時

場　所 　

指導者 　

１　単元名

「理由や例を挙げて、考えを書こう」　教材名「もしものときにそなえよう」

２　単元の目標

考えと理由や事例、全体と中心など情報と情報との関係が分かり、引用の仕方や出典の示し方を知って使

う（(2)ア・イ）。相手や目的を意識して、調べたことから書くことを選び、自分の考えと理由や事例との

関係を明確にして、書き表し方を工夫する（Ｂ(1)ア・ウ）。言葉がもつよさに気付き、調べて考えたこと

を進んで伝え合おうとする（学年の目標(3)）。

３　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①考えとそれを支える理由や事例、

全体と中心など情報と情報との関係

について理解している。（(2)ア）

②引用の仕方や出典の示し方を理解

し使っている。（(2)イ）

①「書くこと」において、自分の考

えとそれを支える理由や事例との関

係を明確にして、書き表し方を工夫

している。（Ｂ(1)ウ）

①理由や事例が自分の考えに合って

いるかを粘り強く確かめ、学習の見

通しをもって、調べて考えたことを

文章に書こうとしている。

４　指導上の考察

（１）単元について

本単元は、大雨・台風・地震・津波などの自然災害への備えについて調べ、理由や事例を挙げて自分の

考えを書く書くことの単元である。学習指導要領第3学年及び第4学年のＢ(1)ウと、〔知識及び技能〕

(2)アを中心に指導する。二つとも、自分の考えと、それを裏付ける理由や事例との関係を扱う事項であ

る。言語活動はＢ(2)ア「調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを基に考えたことを書く活

動」に当たる。本や資料から調べたことを書くので、引用の仕方や出典の示し方（(2)イ）も合わせて扱

う。

第3学年では、考えと理由の関係を学んで（(2)ア）、町のよいところを紹介する文章を書いている。本

単元では、理由に加えて、理由を裏付ける事例を調べて選び、考え・理由・事例の関係が読む人に分か

るように書く。第5学年及び第6学年では、事実と感想、意見とを区別して書くこと（Ｂ(1)ウ）へと進

む。社会科の第4学年で学ぶ「自然災害から人々を守る活動」とも関連付けられ、地域の防災の資料（市

町のハザードマップや防災の手引きなど）を調べる材料にできる。

（２）児童について

（学級の子どもの様子を先生が書く）



（３）指導について

指導に当たっては、次の三つを大切にする。まず、調べたことはカードに一枚一つずつ書かせ、本の題

名や資料を作った所を必ず書き添えさせる。カードを動かして仲間分けし、考え・理由・事例の関係を

目に見える形にする（(2)ア・イ）。それから、書く前に組み立てメモで理由と事例を矢印で結ばせ、ペ

アで「この事例でどうして納得できるか」を確かめ合わせる（Ｂ(1)ウ）。そして、災害の話題では、怖

さを強めることより、自分や家族ができる備えに目を向けさせる。家での備えを話題にする時は、子ど

もが話したくないことを聞き出さない。

書いた文章は、考え・理由・事例が段落に分かれ、事例が理由を裏付けている物を「おおむね満足でき

る」状況、複数の事例を比べたり、調べたことと自分の経験を結び付けたりして考えを裏付けている物

を「十分満足できる」状況の目安にする。

５　指導と評価の計画（全10時間）

次 時 学習活動 評価規準（評価方法）

第1次 1 ○自然災害（大雨・台風・地震・津波など）への備えについ

て、知っていることや家でしていることを出し合う。

○学習課題「理由や事例を挙げて、もしもの時の備えについ

ての考えを書こう」を立て、学習計画を立てる。

態①（発言・ノート）

第2次 2 ○大きなテーマを一つ選び、その中で詳しく知りたいことを

決める。

○調べる物（本・事典・市町のハザードマップや防災の手引

き・インターネット）を確かめる。

3 ○本や資料、インターネットで調べて、一枚に一つずつカー

ドに書く。カードには本の題名や資料を作った所を書く。

知②（調べたカード）

4 ○カードを仲間分けし、「もしもの時に備えて、…が大切

だ」という自分の考えを決める。

○考えの理由と、理由を裏付ける事例をカードから選ぶ。

知①（カードの仲間分け・ノー

ト）

5 ○文章の例（先生が教科書から示す）を読み、考え・理由・

事例がどこに、どんな言葉で書かれているかを見付ける。

知①（ノート）

6 ○組み立てメモを作る（初め＝自分の考え、中＝理由と事

例、終わり＝まとめと考え）。

7

（本

時）

○組み立てメモの理由と事例が考えに合っているかをペアで

確かめて直し、中の段落を書く。

思①（組み立てメモ・下書き）

8 ○初めと終わりの段落を書き、文章を仕上げる。本の言葉を

そのまま使った所はかぎ（「」）で示し、最後に参考にした

本や資料を書く。

知②（文章）

思①（文章）

9 ○書いた文章を読み返し、理由と事例のつながりや、字や言

葉の間違いを確かめて整える。

態①（読み返しの記録）

第3次 10 ○文章を読み合い、理由や事例の挙げ方について感想を伝え

合う。

○学習を振り返る。

態①（振り返り）



６　本時の指導（7／10）

（１）本時の目標

組み立てメモの理由と事例が自分の考えに合っているかを確かめて直し、考えと理由や事例との関係が

分かるように中の段落を書ける。（Ｂ(1)ウ）

（２）学習過程

段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

導入

（　分）

１　前時に作った組み立てメモを見て、自分の考えを一文

で言う。

２　先生が作った二つの短い文章を比べる。

○「ＡとＢでは、どちらの文章の考えに納得できますか。

それはなぜですか」

【めあて】理由や事例が考えに合っているかを確かめ

て、中の段落を書こう。

〈予想される児童の反応〉

・Ａは、理由の後に本当にあったことが書いてあるので納

得できる。

・Ｂは、例が考えと関係のない話なので、どうしてそう言

えるのか分からない。

・二つの文章は同じ考え（例：ひなんす

る場所を家族で決めておくことが大切

だ）で、Ａは理由に合う事例、Ｂは理由

と関係の薄い事例を挙げた物を先生が作

る。教科書の文章の例は使わない。

・違いが言えない子には、事例の文に線

を引かせ、「この例は、どの理由に合っ

ているか」と聞く。

展開

（　分）

３　自分の組み立てメモを見直す。

○「あなたの事例は、どの理由に合っていますか。矢印で

結んでみましょう」

４　ペアで組み立てメモを読み合い、理由と事例のつなが

りを確かめ合う。

○「この事例があると、どうして考えに納得できますか」

５　確かめたことを基に組み立てメモを直し、中の段落を

書く。

（つなぐ言葉）「その理由は」「例えば」「このことか

ら」

〈予想される児童の反応〉

・理由一の「水や食べ物を用意しておく」には、調べたカ

ードの、ひなんした時に水が足りなくて困った人の話が合

う。

・理由二に合う事例が見付からないので、カードをもう一

度見る。

・ペアに「その例は理由二より理由一に合う」と言われた

ので入れかえた。

・調べたことを全部書こうとしていたが、考えに関係のあ

る所だけにした。

・組み立てメモの理由と事例の間に矢印

をかかせ、結べない所に印を付けさせ

る。

・ペアでは、聞く側が「この例でどうし

て納得できるか」を一つ質問する決まり

にする。

・事例が足りない子は、第3時のカードに

戻って選び直させる。カードに無い時は

次時までに調べ足す。

・書くのが苦手な子には、つなぐ言葉を

入れた中の段落の型を渡す。

・調べた本の言葉をそのまま使った所

は、かぎ（「」）で示すことを確かめる

（(2)イ）。

・端末で組み立てメモを作っている場合

は、付箋を動かして理由と事例の組を作

り直させる。

・早く書き終えた子には、事例を二つ挙

げて比べる書き方を考えさせる。



段階 学習活動（○主な発問）

・予想される児童の反応

指導上の留意点（◎評価）

まとめ

（　分）

６　書いた中の段落を読み返し、理由と事例が考えに合っ

ているかを確かめる。

７　二、三人の段落を紹介し、事例の挙げ方のよい所を確

かめる。

８　振り返りを書く。

〈予想される児童の反応〉

・事例を一つ入れかえたら、考えがはっきりした。

・「例えば」の後に、調べたことを短く書くと分かりやす

い。

・紹介では、事例が理由を裏付けている

所に線を引いて見せる。

・振り返りは「理由と事例を結ぶために

直した所」「次の時間に書くこと」の二

つで書かせる。

・次時は初めと終わりの段落を書き、参

考にした本や資料を書くことを伝える。

◎思①　考えと理由や事例との関係を明

確にして、書き表し方を工夫している。

（組み立てメモ・下書き）

（３）板書計画（縦書き・右から左へ）

右端に日付、題名、めあて。その左に、先生が作った二つの文章Ａ・Ｂを拡大して並べて貼り、考え・理由・事

例に色の違う線を引く。Ａは理由と事例の間に矢印をかき、Ｂには結べない所に印を付ける。中央に、文章の組

み立て（初め＝考え、中＝理由と事例、終わり＝まとめ）を三つの枠で右から順に示し、中の枠の中で理由と事

例を矢印で結んだ形をかく。その左に、つなぐ言葉（その理由は・例えば・このことから）の短冊と、子どもが

直した例。左端に、確かめの問い「この事例は、どの理由に合っているか」と、振り返りの観点二つ。

AIが作成した授業案です。授業での検証は未実施です。自校の教材・年間計画・学級の実態に合わせて確認してください。

Threads「三重でAI使うなら」（@mie_ai_katsuyo）

https://www.threads.com/@mie_ai_katsuyo

LINEオープンチャット
みえ先生ラボ

https://line.me/ti/g2/it19gMw8pq4H3PEvMrOm-0B9q-2-MKCZJ1QrUg?utm_source=invitation&utm_medium=QR_code&utm_campaign=default

